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) うろぎ 



少女 

老婆 

高原 —— 別荘 の 前庭 —— 秋 

遠景 は、 澄み渡った 空に、 濃淡 色 とりどり 



です もの …… 。 旦那さん や 奥さんが、 どんなに おつ 

しゃっても、 東京に 帰る の はい や だってい ひ 張った 

のよ。 その わけ は、 わかって るで せう。 

芒 J 

T (同時に) どうい ふわけ なの …… 。 

桔梗」 

女郎花 あら、 あなたた ち、 知らないの、 それ はね、 

かうな の — あたし、 それ、 こうろぎ さんに 聞いた 

のよ …… 。 

芒 何時 …… 。 

女郎花 一昨日の 晚。 あなたた ちが 眠って しまって 



から …… 。 かう なんです つて —— (かう いひながら、 

芒と 桔梗の 耳元に 口 を 寄せ 小声で 何 かいふ) 

芒 まあ …… 。 

桔梗 ほんと、 それ は …… 。 

女郎花 さう なんです つて …… 。 

芒 だって、 もう、 他の 別荘 は みんな 閉まつ ちまつ 

た わよ。 ここ 一軒 だけよ。 夜、 灯が ついて るの は… 

女郎花 うそです よ、 あの 白 煉瓦の 家 は、 まだ 引き 

揚げません よ。 

桔梗 あそこに、 若い 男の人って 誰が ゐて …… 。 あ 



の 変な、 髯 をぼう ぼう 生やした 詩人 だけ ぢ やな い の。 

女郎花 ね、 それが 怪しい のよ。 

芒 まさか …… 。 お嬢さんが、 あの 詩人と …… 。 あ 

ら、 を かしい。 (笑 ひこけ る) 

女郎花 ぢゃ、 今夜、 起きて 聞いて 御覧なさい。 あ 

の 北の 窓口よ …… 。 きっと、 あそこで、 二人の 話 声 

がき こえる から 。 

桔梗 それが、 あの 詩人 だってい ふこと がどうして 

判る？ 

女郎花 それや、 あんた、 話の しぶりで わかる わ。 

—— お嬢さん がかう いふんで すって —— あなた は ど 



一体 どうしょうつ ていふの …… 。 (泣 声になる) 

芒 泣かな くった つてい いわ、 あたした ちの 知った 

こと ぢゃ あるまい し …… 。 それより、 早くお つくり 

をし ませうよ。 露が 消えち まう わよ。 

(めいめい、 懐中鏡 を 取り出して 化粧 をし 

はじめる) 

桔梗 もう、 あたしの 着物 も はげて 来た わ。 

女郎花 あたし を 御覧なさい、 こんなに 顔が 荒れち 

まって …… 。 (こうろぎ が ぴょんぴょん 跳ねながら 



現れる) 

こうろぎ よう、 みなさん、 おめかし だね。 

女郎花 あら、 こうろぎ さん、 早い のね …… 。 昨夜 

はどう だ つた？ 

こうろぎ 昨夜 は、 螳螂の 奴に 出くわして、 命から 

がら 縁の下へ 逃げ込ん だよ。 

女郎花 さ うぢ やない のよ、 あの 話よ、 北の 窓口の 

一 件よ。 

こうろぎ ああ、 あれね。 あれ は あれき りよ。 だが 

やっぱり 話 声 は 聞え たさ。 かう いってた ぜ —— そこ 

から 中へ は ひっち やい やよ。 そこに さう してる のよ _ 



芒 何して るの、 両手 を 差 出して …… 。 

女郎花 (けたたましく) あ、 どうしたの。 

桔梗 倒れたん ぢ やない。 

女郎花 (おろおろ 声に て) さうよ、 さうよ、 きつ 

とさうよ。 



第一 一場 

舞台 は 前に 同じ。 

真夜中 —— 星が 輝いて ゐる 



芒 どっちから 来たの。 

風 北から …… 。 

芒 おお 寒む。 (襟 を かき 合 はす) 

風 今、 すぐ 行く よ。 (といって 行き かける が 桔梗 

の 足に けつ まづ く) 

桔梗 いたい ッ。 だ あれ、 そこに ゐ るの は …… 。 

風 やかまし いな あ。 

女郎花 (これ も 眼 を さまし) また 風、 今夜 は、 と 

て も 眠れ やしない わ。 

風 そんな ことい はずに 眠って くれよ。 (大急ぎで 

走り去る) 



芒 (耳を澄まし) しい ッ …… 聞えない、 あの 話 声 



(みんな 耳 をす ます) 

少女の 声 (微 に) どうして、 そんなに 毎晚 来る の 

…… 。 何 か、 あたしに 用が あるの …… 。 さ、 帰って 

頂戴 …… 。 いやね、 そんなに 黙って ちゃ …… 。 あた 

し は、 それや、 あんた が 好きだって いった けれど、 

あたしの 部屋なん かへ 来ち や 困る わ。 帰らな けれ や、 

婆や を 呼んで よ。 さ うら、 婆や を 呼ん ぢゃ いやで せ 



う。 さ、 お 帰ん なさい。 早く さ …… 。 

(長い 沈黙) 

芒 やっぱり、 ほんと ね。 

桔梗 だけど、 追 ひ 返されて るぢ やない の。 

女郎花 いい 気味 だ。 

(間) 

芒 (また 耳 を そば だて) なに、 あの 音 は- 



桔梗 (眼 を据 ゑ) なに、 あの 草の 中で 光る もの は 



女郎花 (悸 えて) 蛇よ！ 

(みんな、 身 をす くめて、 眠った ふり をす 

る。 そこへ、 ふらふらと、 蛇が 現れる) 

蛇 (溜息 を 吐く) おれ はやつ ぱリ 駄目 かな あ。 あ 

の 肩の 上 を 一度 逼 へばい いんだ。 それが、 どうして 

も、 おれに は 出来ない。 もう 一度、 あすの 晚、 行つ 

て 見よう。 もっと、 静かに 窓 を あけなく ちゃ …… 。 



(姿を消す) 

女郎花 (半身 を 起し、 蛇の 去った 方 を 振り返りな 

がら) なんて 気味の 悪い 奴 だら う。 独 言なん かいつ 

て …… 。 

桔梗 もう 行つ ちまった …… ？ 

女郎花 何 か 変な ことい つてた わね。 

桔梗 さう ね。 

女郎花 こうろぎ さん、 出鳕 目ば つかし …… 。 

芒 どう だってい いぢ やない の、 そんな こと …… 。 



あたし、 眠る わよ。 

女郎花 さう すると、 お嬢さん は、 あしたの 晚 …… 

芒 ねえ、 ちょいと、 もう 黙って 頂戴よ。 あしたに 

なったら わかる ぢ やない の。 

(長い 沈黙) 

少女の 声 まあ、 あんた は、 どうして さう 暴れる の 

駄目よ。 そんなに 騒いだ つて …… 。 何処へ 行かう つ 

ていふの …… 。 あら 羽根が 折れる わよ …… 。 お待ち 

なさい。 そんなに 火の そばへ 行きたい の …… 。 どら 



そこ は 硝子 だから、 は ひれない のよ。 馬鹿ね、 あん 

たは …… 。 

(長い 沈黙) 

さ うれ 御覧なさい。 痛かった でせ う。 さ、 もうあ か 

り を 消して よ、 あたし、 寝 るんだ から …… 。 

(長い 沈黙) 

女郎花 お嬢さんが 寝るなら、 あたし も 寝よう (横 



になる) 

桔梗 御覧なさい、 芒さん は、 もうぐ うぐうよ。 

桔梗 どうで せう …… あんた、 足が 冷たく はない… 

…？ あたしの 足、 こら …… 一寸、 さわって 御覧な 

さい。 まるで 石みたい …… 。 

女郎花 あんた の 足 は、 いつでも 冷たい のよ。 今夜 

だけ ぢ やない わ。 

桔梗 さう か 知ら …… 。 (頭 を 払 ひながら) いつの 

間に か、 蜘蛛が また 巣 を かけた わ、 あたしの 頭の 上 

へ …… 。 

女郎花 (これ も 頭に 手 を やって) あら、 あたしの 



芒 え？ 

桔梗 いいえ、 なんでもな いの。 

芒 またき た わ。 

(老婆 現る。 不安な 様子) 

女郎花 婆やさん、 なに を 探して らっしゃ るんで す 

の。 

老婆 (その 声が 聞えぬ らしく、 あたり をき よろ き 

よろ 見廻しながら) お 嬢 さま …… お 嬢 さま …… 。 

桔梗 お嬢さんが 見えな いんです か。 



老婆 (それに 頓着な く、 一 層 声 を 張り上げて) お 

嬢 さま、 何処に いらっしゃ るんで す、 か …… 。 ( 一 段 

声 を 落して) ほんと に、 この 婆や を 心配 させないで 

ください まし …… 。 ちょっと 眼 を はなしてる ひまに、 

どこへ いらし つたんだ らう …… 。 

女郎花 婆やさん、 婆やさん …… 。 

老婆 (答へ ない) 

女郎花 お嬢さん は、 なぜお 一人き り、 こ、 に 残つ 

てい らっしゃ るんで すか。 何 かわけ が あるんで すか。 

老婆 (暫く 考 へた 後) あのお 召 物で よそへ いらつ 

しゃる わけはなし …… 。 いやいや、 あの 調子 ぢゃ、 



どうか わからない…。 さあ、 困った …… 。 (といって、 

歩き かけた 時、 ピアノの 音が 聞え る。 びっくりして 

立ち 止る。 が、 やがて) おや、 やっぱり、 いらし つ 

たんだ …… 。 (急ぎ 退場) 

女郎花 あの 婆やさん は 聾 か 知ら …… 。 

(この 時、 少女が 楽譜 を 手に 持った まま 現 

れる) 

少女 まあ、 綺 麓に 花が 咲いて …… あなた は 女郎花 

さんね。 今日は …… 。 そっちが 桔梗さん ね。 大きな 



桔梗さん ね。 それから 芒さん もゐ るの ね。 何時から 

そんなと ころに 咲いて たの。 あたし、 ちっとも 知ら 

なかった わ。 みんなが、 あたしの こと を 病気 だって、 

外へ 出さな いんです もの …… 。 

(老婆が、 後ろから 恐る恐る ついて 来る) 

少女 さ、 みんなで、 一 緒に 遊び ませう ね。 何 をし 

て 遊び ませう、 歌 を 唄 ひませ うか。 え、 歌、 知らな 

いの。 まあ、 かう いふ 歌 も …… 。 (小声で 歌を唱 ふ) 

そ いぢ や、 お 話 をし ませう。 桔梗さん あなた、 お 話、 



上手ら しい わ。 さ、 して 頂戴 …… 。 (彼女 は、 耳 を 澄 

まして、 桔梗の 話 を 聞いて ゐ るかの やうで ある。 眼 

を 見張ったり、 笑 ひたさう に 手で 口 を 塞いだり、 し 

んみ りうな だれたり、 快活に 手を叩く 真似 をしたり 

する) 

老婆 (静かに 少女に 近づき 哀願す る やうに) ぉ孃 

さま どう 遊ばしました。 お 嬢 さま、 なに を そんなに 

…… 。 (泣かん ばかりに) お 嬢 さま、 婆やの 声が お 耳 

に は ひりません か。 

少女 (全く 夢中で) さ、 今度 は 女郎花 さんの 番ょ 

…… 。 今度 は、 もっと 悲しい お 話 をして 頂戴。 悲し 



い、 悲しい お 話よ …… 。 (静かに、 眼 をつ ぶる やうに 

して、 耳 を 傾ける) ああ、 それが いい わ …… 。 (しき 

りに うな づく。 やがて 眼に 涙が 溜る。 一滴、 二 滴、 

涙が 頰を伝 ふ。 肩が だんだん 大きく 波 をう つ、 しま 

ひに、 両手で 顔 を 覆 ふ) 

老婆 (驚いて 少女の 肩に 手 を かけ) お 嬢 さま、 お 

嬢 さま、 それが あなたの 病気なん で 御座いま すよ… 

…。 さ、 婆やと お 話 をして 下さい まし …… 。 婆やが 

面白い お 話 を 致し ませう …… 。 

少女 今度 は、 芒さん、 もっと、 もっと 悲しい お 話 

をして 頂戴 …… 。 ええ、 どんなに 悲しく つても いい 



優しい お 嬢 さまで、 先々 は、 どんなに 立派な 旦那 さ 

ま をお 持ちになる かと、 世間で も、 みんな、 お 噂 を 

致して をり ました。 その 珠子 さまが、 どうした わけ 

か、 この 夏から …… 。 

少女 (急に 大声で 笑 ふ) いやね、 ちっとも 悲しく 

なんかな いわ、 そんなお 話 …… 。 

老婆 いいえ、 こんな 悲しい お 話 は 御座いません。 

この 夏から、 急に …… 急に …… 草花 や 鳥け だものな 

どとば かりお 話 をな すって …… 。 

少女 芒さん つて 随分 滑稽な 方ね。 

老婆 お 父 さま やお 母 さまの 御 心配 は、 どんな だと 



お 思 ひになります …… 。 

少女 それから どうした のよ、 風 は 行つ ちまった の 



老婆 (泣きながら) お 嬢 さま、 お 願 ひで 御座いま 

す。 どうか 一 と 言お 返事 をな すって 下さい まし。 

少女 (笑 ひながら) あら、 いや だ。 

老婆 (驚いて) へ？ 

少女 そんな こと 訊くなら いや …… 。 (ぶんと 起ち 

止り) 芒さん はそんな ことい ふから、 あたし、 きら 

ひよ。 ねえ、 桔梗さん。 あなた、 あたしの 部屋へ い 

らっしゃらない。 え、 ぢゃ、 女郎花 さんと 一緒で も 



いい わ。 (少女、 桔梗と 女郎花と を 連れて 退場) 

老婆 (この あと を 追 ひながら) ああ あ、 ながいき 

はしたくない。 

芒 (しばらく 考 へた 後) あの 婆さん は、 なに をい 

つてたん だら う …… 。 しかし、 あの 娘が 病気 だって 

いふの は、 どうしたんだ らう。 なに かわけ が ありさ 

うだね …… 。 

蛇 (突然 草叢の 蔭から 逼ひ 出し) おい、 黙って ろ 
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